
 

 

 

受
付
番
号 

受
付
月
日 

東郷町議会議長 殿 

東郷町議会議員 

一 般 質 問 通 告 書 

東郷町議会会議規則第５９条第２項の規定により、次の事項について

質問（一問一答方式・一括質問方式）したいので通告します。  

 記 

（注）要旨は、具体的に記載すること。  
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１ 第 6 次総合計画 

 基本目標：誰もが 

元気に暮らせるま 

ち 

基本施策：地域福 

祉を充実するにつ 

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 基本目標：子ど

もがのびのび育つ

まち 

基本施策：子育て 

しやすい環境をつ 

くるについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 現在各自治体は、地域福祉の推進のために、

「地域包括ケアシステム」から「地域共生社会」

の実現を目指している。本町においても令和２

年３月に策定された「第１次東郷町地域福祉グ

ランドデザイン」にも位置付けられている。そ

こで、次のことについて問う。 

ア 現在本町の地域福祉において「地域共生社

会」の実現に向けた取組みは計画通りに進ん

でいるか伺います。 

イ 新事業「重層的支援体制整備事業」は、更

なる複雑化・複合化した支援ニーズに対応す

るものと理解するが、厚労省が示した事業の

全体像はどのようなものか。 

ウ 本町の「重層的支援体制整備事業」に向け

た取り組み状況はいかがか。 

 

⑴ 子育て支援の目玉施策である、町立保育園の 

英語教育について、知識人の中でも賛否両論が 

有ると理解する。 

ア ３年目に入り、改めて保護者や保育士の皆

さんのお声として、目的とした諸事項の確証

だとか、逆に新たに見えてきた課題等につい

て伺います。 

イ この英語教育は、町長マニフエストの一つ

と承知しているが導入時、関係者から広く 

ご意見を求められたと思うが「東郷町子ども 

・子育て支援計画」編集委員のご意見は、ど

のようなものなのか伺います。 

 

 

 

 

町長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加 藤 宏 明 

 

加 籐 達 雄 

１３ 
メール １１月 １７日 

午前・午後  ２時５５分 

８ 

新 東 会 



 

 （注）要旨は、具体的に記載すること。  
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３ 基本目標：子ど

もがのびのび育つ

まち 

基本施策：生涯を 

通じた学びを推進 

するについて 

 

 

 

４ 基本目標：産業

と交流が盛んな

まち 

基本施策：商工業

を活性化するに

ついて 

 

 

 

 

 

 

５ 基本目標：みん

なでつくるまち 

基本施策：協働の

まちづくりを進め

るについて 

 

 

 

 

ウ 授業機会の公平性について、対象児童数が

同年齢者の約 1/3 との事ですが、この公平性

についてご見解を伺います。 

エ それでは、小学校で英語授業が始まる３年

生までの英語活動を、どの様に進めて行こう

とされるのか、お考えを伺います。 

 

⑴ 町立図書館の指定管理会社は、利用者増に向

けて努力されているが、コロナ禍の影響もあ

り、利用状況は戻っていないようです。 

ア 広報「とうごう」の「図書館だより」コ―

ナーは誌面スペースが狭く、フォントサイズ

も小さくて、利用促進の点で訴求力が弱いと

思います。改善の余地はないのか伺います。 

 

 

⑴ この度諸輪東部開発で、企業の進出引き合い

が４年ぶりにありました、引き続きアフターコ

ロナの企業動向に注目したい。 

ア 国や県の施策と連携を共にして、積極的な

企業訪問で新技術の支援と、企業誘致活動を

強化すべき時期と思います。そのお考えは。 

イ 先月名古屋のポートメッセなごやで、半導

体・自動車の先端技術の展示会が開催された。

担当職員に見学して欲しかったがどうか。こ

れら先端技術を知ることは業務遂行上有益で

あるがご見解を伺います。 

 

⑴ 道路の草刈り対応について最盛期は特に遅く 

なり、通学路の安全確保の点で問題だ。心配す 

る町民も多くいらしゃいます。 

ア 雑草の最盛期の草刈り要望対応では、通学

路については、確実に実施できるような改善

策が必須です。そのお考えを伺います。 

イ 現在多くの自治体では市民協働の手段を活

用して「アダプト制度」を導入されている。

県内でも多くの実施自治体が在ります。本町

で検討されたのか伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


